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1 . 目的

父親を主体とした育児の世話技術を系統的に組み入れた教育プログラム

の開発を行い、参加型の育児セミナーの中で教育プログラムを実施すると

ともに、プログラム開始前、 6ヶ月後と 1年後の 3時点で教育プログラムの

評価を行った。

2. 研究方法

1 )対象者

K市内に在住する未就学児の父親で教育プログラムに参加した父親 19人

(以下、プログラム参加群)と質問紙調査に参加した父親 16人(以下、コ

ントロール群)の合計 35人を対象とし、 2011年 2月-2012年 12月に実施

した。

2 )方法

( 1 )教育プログラムの開発と実施

複数の和文献検索データベース (1983-2009の時期)で父親、育児、育

児参加、父親役割、性役割、親役割育児支援、子育て支援をキーワードと

して検索し、対象者が未就学児の父親である 116論文内容の分析を行った。

父親の育児の捉え方、育児支援に関する課題やニーズとして①労働時聞が

長い、②育児に関わる時間が母親と比較して少ない、③育児の中で世話よ

りも遊びを好む、④育児、家事を行う上で性役割分担意識がある、⑤育児

や家事に対してス・トレスや不安感、葛藤がある、⑥育児参加が妻や子ども

にプラスの影響を与える、⑦地域社会において父親の育児モデルが少ない、

③社会における父親像の変化、⑨多様なライフスタイルに合わせた育児支

援の必要性があるという 9項目を抽出した。これらのことから教育プログ

ラムは父親の育児を助けるような育児技術を組み入れ、育児に対する意識

と行動の変化を目標に設定した。内容は①子どもの生活に伴う世話、②子

どもの食事についての知識、③子どもを含めた家族の食事、家族みんなで

食べる揚をつくる、@子どもとのコミュニケーション、しつけ、遊び、⑤

子どもの発達、乳幼児に多い疾患、権息時の世話を組み入れた。月 1回の

ベースで 6回実施し、6か月後にフォローアップを 1間組み込んだ合計 7闘

を教育プログラムとした。父親同士が知り合えるような地域主体で活動を

行うという観点から、⑥父親同士のネットワークを構築する、⑦子育てに

関する情報を提供する場とするという目標を付加した。評価は教育プログ

ラム 7回のうち 3回以上参加群と 2回以下参加群、コントロール群の 3群

聞で行った。

( 2) 調査項目

教育プログラムの評価において、父親の成長や育児参加の継続性の検証

を重要視した。調査内容は基本属性、育児への参加意識、育児に関する失

婦問での話し合い、父親同士の友人の有無、育児分担、育児の自立、及び

使用した尺度は、ストレス測定尺度(岩田， 1998)、父親になることによる

発達尺度(森下， 2006) である。

質問紙調査は、プログラム開始前、 6 ヶ月後(プログラム終了後)、 1年

後(フォローアップ終了後)の 3時点で実施した。

形成的評価として、プログラム参加群に対して質問紙自由記載楠の 6ヶ

月後と l年後の質問紙の記載について分析を行った。

3 .結果

育児に関する意識や行動の変化

(1)ストレス

3回以上参加群ではプログラム開始前の得点 86.0:t7. 1と比較して 1年後

の得点 79.8土 6.8は有意に低かった (P<O.05) 0 2回以下参加群ではプログラ

ム開始前の得点 79.3:t5. 9と比較して I年後の得点 85.0:t6.0が有意に高

かった (P<O.01)。コントロール群では 6?-月後の得点 85.8:t7. 7と比較し

て 1年後の得点 89.3:t8. 6は有意に高かった (P<0.05)。

( 2 )父親の成長

3回以上参加群では、プログラム開始前の得点 112.9:t11. 3と比較して、

6 ヶ月後 122.1:t12.6 は有意に高く (P<0.05)、 プ ロ グ ラ ム 開 始 前 の 得 点

112.9:t 11. 3 と 比較して 1 年 後 の 得 点 121.3:t13.4 は有意に高かった

(P<O. 05) 0 2回以下参加群、コントロール群ではプログラム開始前、 6ヶ月

後、 1年後の得点に変化はみられなかった。

( 3 )夫婦聞の育児分担

3回以上参加群では、プログラム開始前の得点 23.3土 2.1と比べ 6ヶ月後

の得点 25.8:t3.4は有意に高く、また、プログラム開始前の得点 23.3:t2. 1 

と比べて 1年後の得点 26.6土 3.1は有意に高かった。

(4 )育児の自立

3回以上参加群では、プログラム開始前の得点 40.8:t5.7と比べ 6ヶ月後

の得点 44.5土 3.7は有意に高く (P<0.05)、また、 6ヶ月後の得点 44.5:t3.7

と比べて、 1年後の得点 46.4:t 3.2は有意に高かった (P<O.01)。

4. 結論

本研究では、育児の世話技術を系統的に組み入れた教育プログラムの開

発を行った。その教育プログラムを参加型の育児セミナーで実施すること

により、ストレスの緩和、父親になることによる発達、父親の育児分担割

合の治加、父親の育児技術の自立が促された。このことから、本研究で開

発した教育プログラムは父親の育児参加を高める可能性が示唆された。
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要 旨

父親を主体とした育児の世話技術を系統的に組み入れた教育プログフムの開発を行い、

参加型の育児セミナーの中で教育プログラムを実施するとともに、開始前後でその評価を

行った.未就学児の父親で教育プログラムに参加した父親 19人と質問紙調査に参加した父

親 16人の合計 35人を対象とした。教育プログラムは父毅の育児を助けるような育児技術

を組み入れ、育児に対する意識と行動の変化を目標に設定した。調査内容は基本属性、育

児への参加意識、育児に関する夫婦問での話し合い、父親同士の友人の有無、育児分担、

育児の自立、使用した尺度は、ストレス測定、父親になることによる発達である。父親の

育児に関する意識や行動の変化として、ストレス低下、父親の成長、父親の育児分担増加、

育児の自立が観察された。本研究では、育児の世話技術を系統的に組み入れた教育プログ

ラムの開発を行った。その教育プログラムを参加型の育児セミナーで実施することにより、

ストレスの緩和、父親になることによる発達、父親の育児分担割合の増加、父親の育児技

術の自立が促された。このことから、本研究で開発した教育プログラムは父親の育児参加

を高める可能性が示唆された 。 本 研 究 は 、 父 親 の 育 児 参 加を促す教育プログラムの開発

とその有効性を示す貴重な知見である。よって学位申請者の上山 直美は博士(保健学)

の学位を得る資格があると認める。
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